
第１章 総合科学研究科・総



さらに，本研究科は，「特定の規模・課題を切り口にしたケーススタディー（事例研究）」

の試みとして，複雑で急速に変化する現代の具体的な課題を解決するためのプロジェク

ト研究に取り組む。それによって，持続可能な社会システムの形成を到達目標に掲げな

がら，3 部門における学問研究を統合して，急速に変化する情報や知識を総合的な視野

から吸収・整理し，大胆なパラダイム転換を推進していく学際的・総合的な学問研究を

行う。そして，その積み重ねの上に新しい総括的な知見の体系，すなわち総合科学を構

築することを目指し，現在の学問研究上の要請に応えようとするものである。 

 

２. 沿革 

昭和 24（1949）年 5月 31日  

旧制広島高等学校を母体として広島大学皆実分校（通称「教養部」）が発足。一般教

育を担当。 

昭和 36（1961）年 3月 6日 

皆実分校の東千田町キャンパスへの移転完了。広島大学分校となる（学内の呼称は

「教養部」）。 

昭和 39（1964）年 4月 1日 

国立学校設置法施行規則改正により，広島大学分校は教養部となる。 

昭和 49（1974）年 6月 7日 

 国立学校設置法改正により，教養部を発展的に解消して総合科学部が設置される。

地域文化・社会文化・情報行動科学・環境科学の 4コース，日本研究・アジア研究・

ヨーロッパ研究・英米研究・比較文化研究・社会文化研究・情報行動基礎研究・人

間行動研究・基礎科学研究・自然環境研究・英語・ドイツ語・フランス語・中国語・

ロシア語・保健体育の 16（大）講座，学生定員 120名。 

昭和 50（1975）年 3月 31日 

教養部廃止。 

昭和 53（1978）年 4月 1日 

大学院地域研究研究科（地域研究専攻，修士課程），同環境科学研究科（環境科学専

攻，修士課程）設置。 

昭和 60（1985）年 4月 1日 

大学院環境科学研究科修士課程及び同農学研究科修士課程の改組により同生物圏科

学研究科（環境計画科学専攻，生物機能科学専攻，生物生産学専攻，博士課程）設

置。 

昭和 61（1986）年 4月 1日 

総合科学部入学定員の改訂（臨時増募 20名），学生定員 140名。大学院地域研究研

究科修士課程，同法学研究科修士課程及び同経済学研究科修士課程の改組により同

社会科学研究科（法律学専攻，経済学専攻，国際社会論専攻，博士課程）設置。大

学院工学研究科に情報工学専攻（博士課程）増設。 

昭和 62（1987）年 3月 24日 

大学院環境科学研究科廃止。 

昭和 62（1987）年 4月 1日 
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総合科学部入学定員の改訂（臨時増募 30名），学生定員 170名。教育組織の改組。

既設の 4コースを改組・再編して，地域文化・社会科学・外国語・数理情報科学・

物質生命科学・自然環境研究・生体行動科学の 7コース制とした。 

平成元（1989）年 9月 30日 

大学院地域研究研究科廃止。 

平成 3（1991）年 4月 1日 

総合科学部入学定員の改訂（10名増員），学生定員 180名。 

平成 4（1992）年 4月 1日 

教育組織の改組。地域文化・社会科学・外国語の文系 3コースを再編成して，新た

に人間文化コースを設置し，8コース制とした。 

平成 5（1993）年 3月 31日 

総合科学部が，東広島市に移転完了。 

平成 5（1993）年 4月 14日 

東広島キャンパスで授業開始（ただし，文学部は平成 6年 3月まで，法学部・経済

学部及び学校教育学部は平成 7 年 3 月まで，法学部・経済学部第二部（平成 7 年 4

月より夜間主コースに変更）の一般教育は東千田キャンパスで実施）。 

平成 6（1994）年 4月 1日 

大学院国際協力研究科（開発科学専攻，博士課程）設置。 

平成 7（1995）年 4月 1日 

大学院国際協力研究科に教育文化専攻（博士課程）増設。 

平成 8（1996）年 4月 1日 

総合科学部入学定員の改訂（臨時増募 10名の削減），学生定員 170名。 

平成 8（1996）年 10月 1日 

情報教育研究センター（学内措置）設置。 

平成 9（1997）年 4月 1日 

教養的教育が全学実施体制に移行。 

平成 11（1999）年 4月 1日 

総合科学部入学定員の改訂（臨時増募 30名の削減），学生定員 140名。大学院生物

圏科学研究科に環境循環系制御学専攻（博士課程）増設。 

平成 12（2000）年 4月 1日 

総合科学部入学定員の改訂（臨時増募 10名の削減），学生定員 130名。新教育カリ

キュラムを，人間文化・地域文化・社会科学・外国語・数理情報科学・ 物質生命科

学・自然環境研究・生体行動科学の 8コース制から，環境共生科学・地域科学・人

間科学・言語文化科学・情報行動科学・創造科学の 6つのプログラム制に移行。 

平成 15（2003）年 4月 1日 

教員組織の改組。16（大）講座を広域文化研究・社会環境研究・制作科学・言語文

化研究・行動科学・数理情報科学・物質科学・自然環境科学の 8講座に再編成。 

平成 16（2004）年 4月 1日 

 国立大学法人法施行。 

平成 18（2006）年 4月 1日 
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総合科学部プログラム制改革により，環境共生科学・地域科学・人間科学・言語文

化科学・情報行動科学・創造科学の 6プログラム制から，地域文化・社会文化・人

間文化・言語文化・行動科学・スポーツ科学・生命科学・数理情報科学・総合物理・

自然環境科学の 10プログラム制に移行。 

大学院総合科学研究科（総合科学専攻，博士課程）設置。学生定員は，博士課程前

期 60名・博士課程後期 20名。教育組織は，1専攻（総合科学専攻）で，21世紀科

学プロジェクト群（総合科学研究プロジェクト・教養教育研究開発プロジェクト・

平和科学研究プロジェクト）と，次の 3部門（11領域）で編成（人間科学（生命科

学研究・人間行動研究・身体運動科学研究・言語研究・人間存在研究）・環境科学（自

然環境研究・総合物理研究・情報システム環境研究・社会環境研究）・文明科学（文

明史基礎研究・地域研究））。教員組織は，6講座で編成（行動科学・人間文化研究・

環境自然科学・情報システム研究・社会文明研究・地域研究）。 

平成 25（2013）年 4月 1日 

総合科学部新プログラム制導入により，地域文化・社会文化・人間文化・言語文化・

行動科学・スポーツ科学・生命科学・数理情報科学・総合物理・自然環境科学の 10

プログラム制から，総合科学プログラムの 1プログラム制に移行。 

   平成 30（2018）年 4月 1日 

   総合科学部国際共創学科設置。総合科学部は 1学科から 2学科となり，学生定員は，

総合科学科は 130名から 120名に，国際共創学科は 40名。 
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２. 総合科学部 

本学部は，次のような教育の成果に関わる理念を掲げ，教育目標と卒業生像を明確に

して，学際性，総合性及び創造性に基づく総合的知見と思考力を涵養するための高度教

養教育をむねとする到達目標型専門教育を行っている。 

 

（１） 教育の理念と目標 

①複数の学問分野にまたがる学際的領域や，学問の既存の枠組みを超えた新領域に対

する知的関心を喚起し育成する。 

②深い思考と観察，独創的な実験，豊かな想像力によって，新しい学問分野の創造を

めざす知的活動をうながす。 

③つねに活発な学問的関心をいだき，新しい知的状況に対応できる，自主的・自立的

な人間を育成する。 

④異文化への共感と理解を深めると同時に，自己の見解を説得的に提示することによ

り，国際社会で活躍できる，積極的で意欲にあふれた人材を養成する。 

 

上記の理念を実現するために，次に掲げる目標の達成に努める。 

 

①学際性・総合性への知的関心の開発に関しては，基礎科学を含む既存の学問体系を

尊重しながら，現代の課題を柔軟な総合的方法で解決していく能力を育成する。 

②新しい学問分野の創造に関しては，複雑で多岐にわたる知識と情報を収集整理し，

これらを分析統合する科学的・創造的能力を育成する。 

③活発な学問的関心と自主性・自立性に関しては，文科系と理科系の区分にとらわれ

ない調和のとれた教育によって，幅広い視野から学問を愛し，自分の責任において

考え行動する人間を育てる。 

④国際性に関しては，外国語と日本語の表現・理解能力及び豊かな感性を涵養するこ

とによって，異文化間の適切なコミュニケーション能力を養う。 

  

これらの点は「広島大学総合科学部細則」などで明示し，学生便覧やそれに基づく

オリエンテーションで学生への周知を徹底している。 
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第３節 中期目標・中期計画 

 

第 2節で掲げた理念・目標に沿って教育研究活動を推進するため，本学部・本研究科では，

全学の中期目標・中期計画等の基本方針を踏まえた上で，「第 3期中期目標・中期計画」（表

1-3-1）を掲げ，改善活動に努めるとともに，目標の達成に向けて取り組んでいる。 

また，全学の「部局の組織評価」では，教育研究組織の活動の現状と課題を明らかにし，

「ミッションの再定義」に規定された部局の特徴・特色を伸ばすとともに，課題への対策と

改善を実施することによって，教育研究等の一層の質の向上を図ることを目的とされており，

この「部局の組織評価」において，本学部・本研究科の取組状況の自己点検・評価を基に外

部有識者（経営協議会学外委員）から評価を受け，学長によるヒアリング及び学長コメント

で指摘を受けた課題に対して，部局として対応し，より一層の改善に繋がっている（表 1-3-2）。 
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表1-3-1 

総合科学部・大学院総合科学研究科 第3期中期目標・中期計画 

 
中 期 目 標 中 期 計 画 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

 

１ 教育に関する目標 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標 

（学士課程） 

＜１＞ 人類が直面する予測不能な種々の課題を発見

し解決することのできる教養と専門的知識及び能力

を身に付け，平和を希求するグローバル人材を養成す

る。 

（大学＜１＞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大学院課程） 

＜２＞ 高度な専門的知識を基礎に自ら価値を生み出

し，人類が直面する予測不能な種々の課題を発見し解

決するとともに，平和を希求してグローバルに活躍す

る高度専門人材を養成する。 

（大学＜２＞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するため



中 期 目 標 中 期 計 画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学生への支援に関す

す



中 期 目 標 中 期 計 画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他の目標 

（１）グローバル化に関す
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